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吉野亜矢子先生 年譜
＜略歴＞
1971年生まれ。1994年早稲田大学文学
部文芸科卒業。1998年早稲田大学文学
研究科英文科修士課程卒業。1999年英
国のサセックス大学大学院留学。2000
年同大学にて修士号取得。2000年ケン
ブリッジ大学大学院入学。2005年同大
学にて博士号取得。2005年早稲田大学
アジア太平洋研究科客員専任講師を経
て、2008年早稲田大学教育学部英語英
文学科着任。現在　ロンドン大学
Institute of Education, Visiting Fellow。
＜主要業績＞
【論文】
　2003年  「グローバライゼーション・ウルフ・そしてパジェント――
『幕間』の前提としてあるもの」『ヴァージニア・ウルフ研究』
第20号。
　2003年 “Between the Acts and Louis Napoleon Parker: the Creator of the 
　　　　　Modern English Pageant,” Critical Survey. vol.15-2.
　2006年  「都市・スペクタクル・そしてグローバルなもの―『ダロウェ
イ夫人』と博覧会の風景」『ヴァージニア・ウルフ研究』第23号。
　2007年  「妊娠出産と言う物語―現代日本の妊娠本を読む」『アジア太
平洋研究』第 9号。
　2007年  “Good Morning, Midnight and the Language of Eugenics,”『英文学』
第93号。
　2008年 　「イングリッシュネスあるいは共同体の希求―モダニズムと
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イングランドの音楽」『転回するモダン―イギリス戦間期の
文化と文学』研究社。
　2008年   “How was it in Mummy’s Tummy? : Japanese Pregnancy Literature,”
　　　　　Women’s Studies International Forum. vol.31. 
　2010年  「坪内逍遥とパジェント―理想と現実の狭間―」『学術研究』
英語・英文学編 第 58号。 
【書評】
　2007年  Todd Avery. ‘Radio Modernism. Literature, Ethics, and the BBC, 
1922-1938. (Ashgate,2006)’『ヴァー ジニア・ウルフ研究』第 24号。 
　2009年 “Mark Wollaeger, Modernism, Media, and Propaganda: British 
Narrative from 1900 to 1945,” Studies in English Literature. vol.50. 
　2010年  Alan Ackerman & Matin Puckner eds. ‘Against Theatre:Creative 
Destructions on the Modernist Stage (Palgrave Macmillan, 2006) , 
Tracy Davis & Thomas Postlewait, eds, Theatricality (Cambridge 
UP, 2003) , ’ 『ヴァージニア・ウルフ研究』第 27号。
【著書】
　2011年  Pageant Fever: Local History and Consumerism in Edwardian 
　　　　 England. Waseda U P.
　2010年   The Edwardian Historical Pageant: Local History and Consumerism. 
　Waseda U P.
　2008年 『これから研究を書く人のためのガイドブック―ライティング
の挑戦 15週間』（共著） ひつじ書房。　　
（作成：大石　瑶子）
